
中２国- 1

※
著
作
権
の
関
係
上
、
一
部
の
問
題
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

次
の
一
、
二
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

一

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
中
の

―
線
部
の
漢
字
の
正
し
い
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。

１

各
国
の
首
脳
が
集
ま
る
。

２

栄
養
を
補
う
。

３

勇
気
を
奮
う
。

二

次
の
１
か
ら
３
ま
で
の
文
中
の

―
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
楷
書
で
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。

か

い

１

駅
に
イ
タ
る
道
。

２

オ
ン
ダ
ン
な
気
候
。

３

在
庫
を
シ
ョ
ブ
ン
す
る
。

１ 平
成
三
十
一
年
度

ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

組

番

氏
名

前
年
度
サ
ポ
ー
ト
問
題
（
第
一
回
）
国
語

中
二



中２国- 2

次
の
１
か
ら
６
ま
で
の
文
中
の

―
線
部
の
品
詞
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
下
の

の
ア
か
ら
オ
ま

で
の
中
か
ら
選
び
な
さ
い
。
（
同
じ
記
号
を
何
度
用
い
て
も
よ
い
）

１

湖
の
近
く
の
古
い
家
に
住
む
。

２

静
か
な
部
屋
で
勉
強
す
る
。

３

長
年
の
問
題
が
つ
い
に
解
決
す
る
。

４

激
し
く
雨
が
降
る
。

５

彼
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
努
力
す
る
。

６

こ
の
物
語
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。

ア

動
詞

イ

副
詞

ウ

形
容
詞

エ

形
容
動
詞

オ

連
体
詞

２



平
成
三
十
一
年
度
ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
前
年
度
サ
ポ
ー
ト
問
題
（
第
一
回
）

中

学

校

第

二

学

年

国

語

解

答

用

紙

〈

こ

こ

か

ら

左

に

は

解

答

を

書

い

て

は

い

け

ま

せ

ん

〉

学
校
名

組
出
席
番
号

氏
名

／
12問
中

２

１

２

３

４

５

６

ア

イ

ウ

エ

オ

ア

イ

ウ

エ

オ

ア

イ

ウ

エ

オ

ア

イ

ウ

エ

オ

ア

イ

ウ

エ

オ

ア

イ

ウ

エ

オ

１

一

１

２

（
う
）

３

（
う
）

二

１

（
る
）

２

３



■
正
答

１

一

１

し
ゅ
の
う

２

お
ぎ
な
（
う
）

３

ふ
る
（
う
）

二

１

至
（
る
）

２

温
暖

３

処
分

２

１

ウ

２

エ

３

イ

４

ア

５

オ

６

イ

■
考
え
方

２

２

「
静
か
な
」
は
、
形
容
動
詞
「
静
か
だ
」
の
連
用
形
。

５

「
あ
ら
ゆ
る
」
は
、
体
言
（
名
詞
）
「
こ
と
」
に
つ
な
が
る
連
体
詞
。

平
成
三
十
一
年
度

ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

答
え
と
確
か
め

組

番

氏
名

前
年
度
サ
ポ
ー
ト
問
題
（
第
一
回
）
国
語

中
二

【
生
徒
用
】



中２数- 1

１

２

１

２

２

３

１

６

次の計算をしなさい。

１０－８÷(－２)

次の方程式を解きなさい。

（１）９x－２(３x＋５)＝２

（２） x－ ＝ x＋

「１個 a㎏の荷物３個と１個 b㎏の荷物４個の全体の重さは15㎏以上である」
という数量の関係を、不等式で表しなさい。

２

３

１

平成31年度 ほっかいどうチャレンジテスト 前年度サポート問題（第１回）

〔数学〕中２ 組 番 氏名



中２数- 2

下の文章を読んで、次の（１）、（２）の各問いに答えなさい。

（１）ふもとから山頂までの道のりを xｍとし、方程式をつくりなさい。

（２）ふもとから山頂までの道のりを求めなさい。

次の図の△ABCを、辺ACが辺AB に重なるように折ったときにできる折り目
の線を作図しようとしています。どのような線を作図すればよいですか。下の
アからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア 頂点 Aを通り辺 BCに垂直な直線

イ 頂点 Aと辺 BCの中点を通る直線

ウ 辺 BCの垂直二等分線

エ ∠ Aの二等分線

５

ふもとから山頂まで、分速40ｍで登るのと、同じ道を山頂からふもとまで、
分速60ｍで下るのとでは、かかる時間が30分違います。

４

A A

B BC

C



中２数- 3

直線ℓ上の点Pを通るℓ の垂線を、次の①、②、③の手順で作図しました。

【作図の方法】

① 点Pを中心として、適当な半径の円をかき、直線ℓとの交点をそ
れぞれ、点 A、点 Bとする。

② 点 A、点 Bを中心として、等しい半径の円を交わるようにかき、
その交点の１つを点 Qとする。

③ 点 Pと点 Qを通る直線を引く。

この作図の方法は、対称な図形の性質を用いているとみることができます。
どのような性質を用いているといえますか。下のアからオまでの中から正しい
ものを１つ選びなさい。

ア 点 Aを対象の中心とする点対称な図形の性質を用いている。

イ 点 Bを対象の中心とする点対称な図形の性質を用いている。

ウ 点 Qを対象の中心とする点対称な図形の性質を用いている。

エ 直線 ABを対称軸とする線対称な図形の性質を用いている。

オ 直線 PQを対称軸とする線対称な図形の性質を用いている。

６



中２数- 4

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）下の図のような直方体があります。ＡＣは長方形ＡＢＣＤの対角線です。
このとき、直線ＡＣと平行な面を書きなさい。

（２）図１は底面の円の半径が３㎝、高さが４㎝、母線の長さが５㎝の円錐の
すい

見取図で、図２はその展開図です。xの値を求めなさい。

（３）下の図１は円柱で、図２は円錐です。それぞれの立体の底面の円は合同
すい

で、高さは等しいことがわかっています。図１の円柱の体積が６００㎝３の

とき、図２の円錐の体積を求めなさい。
すい

７

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ Ｇ

Ｈ

３㎝

４㎝
５㎝

x㎝

図１ 図２

図１ 図２



中２数- 5

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） y が x に反比例し、比例定数が－３のとき、x の値とそれに対応する y
の値について、下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア xの値と yの値の和は、いつも－３である。
イ yの値から xの値をひいた差は、いつも－３である。
ウ x の値が０でないとき、x の値と y の値の積は、いつも－３である。
エ xの値が０でないとき、yの値を xの値でわった商は、いつも－３である。

（２）yは xに比例し、x＝－１０のとき、y＝５です。
このとき、次の①、②の各問いに答えなさい。

① yを xの式で表しなさい。

② 点 A がこの比例のグラフ上にあるとき、 に当てはまる数を求め
なさい。

A（ ，－１２）

（３）次の図の直線は、比例のグラフを表しています。

xの変域が３≦ x≦６のとき、yの変域はどのようになりますか。
下のそれぞれの に当てはまる数を求めなさい。

≦ y≦

８



中２数- 6

若菜さんは、１週間の総運動時間が420分未満と420分以上の女子では、体力
テストの合計点に違いがあるのではないかと考えました。そこで、420分未満と
420分以上の女子で分けて、体力テストの合計点をまとめた度数分布表をもとに、
相対度数を求め、相対度数の度数分布多角形(度数折れ線)に表しました。

体力テストの合計点の度数分布表

若菜さんが作った度数分布多角形

若菜さんが作った度数分布多角形から、「１週間の総運動時間が420分以上の
女子は、420分未満の女子より体力テストの合計点が高い傾向にある」と主張す
ることができます。そのように主張することができる理由を、若菜さんが作っ
た度数分布多角形の２つの度数分布多角形の特徴を比較して説明しなさい。

９



平成31年度「ほっかいどうチャレンジテスト」前年度サポート問題（第１回）

中学校第２学年

数学 解答用紙

★問題は16問あります。

１

２
(1) (2)

３

４

(1) (2) ｍ

５
ア イ ウ エ

６
ア イ ウ エ オ

７
(1) (2) (３ )

学校名 組 出席番号 氏 名

／16問中

㎝
３



８

(1) ア イ ウ エ
(2) (2)

① ②

(3) ≦ y ≦

９



40

x
60

x

平成31年度「ほっかいどうチャレンジテスト」前年度サポート問題（第１回）

中学校第２学年

数学 解答（生徒用）

１

１４

２

(1) x＝４ (2) x＝－４

３

３ a ＋４ b ≧15

４ （例）

(1) ＝ ＋30 (2) ３６００ ｍ

５
ア イ ウ エ

６
ア イ ウ エ オ

学校名 組 出席番号 氏 名

／16問中

問題の文章から、数量の関係
(登りにかかる時間）＝（下りにかかる時間）＋30分を読み取り、方程式を作ります。



７

(1) （例）面ＥＦＧＨ (2) ５ (３ ) ２００

８

(1) ア イ ウ エ
(2) y ＝－

１ x (2) ２４
① ２ ②

(3) １≦ y ≦２

９ （例）

２つの度数分布多角形が同じような形で、420分未満の

度数分布多角形よりも420分以上の度数分布多角形が右側

にある。したがって、１週間の総運動時間が420分以上の

女子は、420分未満の女子より体力テストの合計点が高い

傾向にある。

次の(a)、(b)について記述していれば正解です。
(a) 420分未満の度数分布多角形よりも420分以上の度数分布多角形の
方が右側にあること。

(b) １週間の総運動時間が420分以上の女子は、420分未満の女子より
体力テストの合計点が高い傾向にあること。

面FGHEや面HGFE等も正解です。

円錐の体積は、それと底面が合同で高
さが等しい円柱の体積の1/3となります。

㎝
３


